








要約 HBe 抗原陽性の HBV キャリア妊婦から出生し,HBIG と HB ワクチンの併用による HBV

垂直感染予防措置を受け,1年以上経過を追った児202例について,昭和61年以後に行なわ

れた国家事業方式で実施された 86 例と,これ以前に行なわれた 116 例とで比較した。国家

事業方式では児のキャリア化が 4 例(4.6%)にみられ,これ以前に行なわれた併用方式によ

るキャリア化と比較して同等の成績(116 例中 6例のキャリア化,5.2%)であった。 

HBe 抗原陰性の HBV キャリア妊婦から出生し,生下時に 1dose の HBIG を投与することによ

る HBV 母児感染予防効果をみた。1年以上経過を追った児 50 例中 2例(4.0%)に HBV 感染が

みられた。この成績は以前に行なわれた対照(127 例中 12 例の感染,9.4%)に比して低率で

あった。 


